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研究者としての私 

 私が力を入れて研究しているテーマの一つが、祭り（祭礼）と地域社会との関係です。 

祭りはさまざまな学問分野で研究対象とされてきましたが、多くの人々が関心を払ったのは

「それにはどのような宗教的な意味があるのか」ということでした。すなわち、神と人との関

係に焦点が当てられたといえるでしょう。その反面、「それが地域社会においていかに運営さ

れてきたのか」「地域住民の日常生活において何の意味があるのか」といった社会的な側面は

あまり重要な問題とみなされてきませんでした。しかし、私はそうした現実的な問いから出

発し、祭りの地域社会における意味を改めて考えることも大切だと思っています。 

 こうした思いを抱くようになったのは、大学４年生のときです。卒論の作成に向けて、私

は広島県のとある山間部農村に滞在していました。そこで「大田植」という、一般的には田

の神に稲の豊穣を祈願する行事とみなされている祭礼行事（お田植え祭り）を調べていたの

です。私も初めは祭りの宗教的な意味に興味があり、祭壇の形状や儀式の進行といった田の

神の祀り方ばかりに注目して調査をしていました。ところが、ある日、お話しを伺っていた

古老の口から信じられないことを聞かされます。それは、この地域の大田植はバクロウ（牛

の仲買人）が主催するということ、その目的は経済的に困窮した農家を助けるための資金集

めだったということです。なぜ牛の仲買人がお田植え祭りを主催するのか、また彼らがどう

して農家を助けるのか、私はすぐには理解できませんでしたが、調査を進めていくなかで、

大田植が地域社会での人間関係のあり方や地域経済の仕組みと深く結びついていたことが判

明しました。これ以来、私は身の回りにある祭りを宗教的に捉えるだけでなく、社会的なも

のとして捉え、それらの意味を地域社会の視点から改めて考えてみようと思うようになった

のです。 

 近年では、過疎化や少子高齢化、都市的な生活様式の浸透などの影響から、さまざまな地

域で祭りの存続が危うくなっています。地域から祭りを担える人がいなくなったり、祭りの

ためにお金を出す人が少なくなったりしているのです。そうした状況のなかでは、単に祭り

の宗教的な意味を問うだけでなく、地域住民の日常生活を見つめなおし、その地域的な意味

を現実的に問い直すことも重要になってくると考えています。 

 



 

教育者としての私 

 教育を通じて私が学生の皆さんに伝えたいのは「学問すること」の自由さ、楽しさです。

「学問」という重々しい響きと、「自由さ」「楽しさ」という軽やかな響きが結びつかない人も

いるかもしれませんが、私はこれらを結びつけることが大事なことだと思っています。 

 そもそも文学部で学ぶことの多くは、高校までの「勉強すること」とは違って明確に決ま

った答えがあるわけではありません。ですので、授業でとある高名な研究者が提出した議論

を学んだとしても、それを「正しいもの」として自分のなかに取り入れても良いし、「それは

違うんじゃないか」と反発して自分のオリジナルな議論を展開しても良いわけです。また、

文学部では「学問すること」の対象が必ずしも限定されていません。たとえば、高校までの

「勉強すること」において漫画や流行の音楽を対象にすることはあまり一般的ではないでしょ

うが、それらを「学問すること」の対象にすることはとてもありふれたことです。それと同

じように、私たちの身の回りにあるモノや、私たちの中にある形のないものは、何でもかん

でも自分次第で「学問すること」の対象になりうると私は思っています。そうした自由さの

なかで思いを巡らし、あるいは思いを巡らす材料を得るために資料収集や調査活動をするこ

とは、基本的にはとても楽しいことだと信じています（時々は辛いことがありますが･･･）。 

 こうした考えをもっていますので、教員としての私の役目は何かと問われれば、学生の皆

さんが「他でもない自分自身」として自由に思索を巡らし、「学問すること」の楽しみを味わ

ってもらえるようにサポートする（背中を押す）ことではないかと、現段階では考えていま

す。 
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